
「神の島」として、古くから人々に崇められてきた宮島。
日本三景の一つでもあり、国内のみならず、世界的な観光地としても有名だ。
長年にわたり、地域の人々によって支えられてきた宮島の「観光」は、

途上国の観光振興のヒントにもなっている。

宮島のシンボル「厳島神社」を見学する観光客。干潮時には歩いて渡れる大鳥居は世界的にも有名で、外国人観光客も多い

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

６
月
下
旬
の
蒸
し
暑
い
日
、
広
島
市
内
を

走
る
路
面
電
車
の
終
着
駅
、
宮
島
口
か
ら
フ

ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
。
平
日
で
そ
れ
ほ
ど
混
ん

で
は
い
な
い
が
、
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国

人
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
目
指
す
は
「
宮

島
」。
世
界
的
な
観
光
地
と
し
て
有
名
な
場

所
だ
。

　

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
降
り
立
ち
、
外

に
出
る
と
、
人
な
つ
こ
い
鹿
た
ち
が
お
出
迎

え
。
彼
ら
と
と
も
に
海
沿
い
を
歩
い
て
い
る

と
、
目
の
前
に
、
か
の
有
名
な
「
厳
島
神
社
」

が
現
れ
た
。
海
中
に
浮
か
ぶ
朱
塗
り
の
大
鳥

居
と
寝
殿
造
の
社
の
美
し
さ
に
、
思
わ
ず
言

葉
を
失
う
。
そ
の
背
後
に
は
、
青
々
と
し
た

弥
山
原
始
林
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

宮
島
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
約
３
５
０

万
人
。
１
９
９
８
年
に
厳
島
神
社
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
数
は
急
速
に

増
加
し
た
と
い
う
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、

修
学
旅
行
や
遠
足
の
定
番
。
家
族
で
も
、
友

達
同
士
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
楽
し
み
方
が
で
き

る
観
光
地
と
し
て
幅
広
い
層
に
人
気
だ
。

　

そ
ん
な
島
の
観
光
を
支
え
て
き
た
の
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
宮
島
に
住
む
地
域
の
人

た
ち
だ
。
島
の
人
口
は
、
わ
ず
か
1
8
０
０

人
。
そ
の
約
７
割
が
、
何
ら
か
の
形
で
観
光

産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
〝
神

の
島
〞を
守
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
高
い
。

観
光
客
が
増
え
て
も
、〝
宮
島
ら
し
さ
〞
を

失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま

す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
社
団
法
人
宮
島
観

光
協
会
の
浜
田
敏
博
事
務
局
長
。
20
年
以

上
、
島
の
観
光
を
支
え
て
き
た
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
だ
。
島
内
の
建
物
の
建
設
や
木
の
伐

採
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
設

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

宮
島
は
、
四
季
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し
み
方
が
で
き
る
。
水
中
花
火
大
会
や

か
き
（
牡
蠣
）
祭
り
、
清
盛
ま
つ
り
な
ど
、

季
節
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
行
事
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い

る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　

観
光
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
い
え
る
宮

島
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
「
持
続
可
能
な
地

域
観
光
振
興
」
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
る
。

開
発
途
上
国
の
省
庁
や
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
で
観
光
開
発
に
携
わ
る
人
を
対
象
に
、

15
年
も
続
い
て
い
る
老
舗
コ
ー
ス
だ
。

　

第
一
回
目
か
ら
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
、
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
の

戸
田
常
一
教
授
に
よ
る
と
、「
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
中
南
米
、
中
東
な
ど
、
世
界
各
地

か
ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
故
に
、
彼
ら
が
抱
え
る
問
題
も
幅

広
い
。
世
界
遺
産
保
護
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
な
ど
、
宮
島
に
は
、
観
光
に
つ
い
て

包
括
的
に
学
べ
る
要
素
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

で
す
」。
か
つ
て
は
他
の
観
光
地
で
も
行
わ

れ
て
き
た
研
修
を
、
宮
島
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
切
り
替
え
た
。

　

毎
年
、
最
初
に
研
修
員
た
ち
が
取
り
組

む
の
は
、
自
分
た
ち
の
足
を
使
っ
て
、
宮

島
に
つ
い
て
知
る
こ
と
。
地
元
の
パ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
※
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

島
の
文
化
や
人
々
に
触
れ
、
地
域
の
資
源

の
生
か
し
方
を
肌
で
感
じ
る
。
そ
の
上
で
、

観
光
協
会
、
土
産
物
屋
、
地
域
の
人
々
、

観
光
客
な
ど
を
対
象
に
、「
若
者
の
観
光
活

動
へ
の
参
加
」「
環
境
」「
地
域
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
体
験
型
観
光
」
な
ど
、
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
話
を
聞
く
。

　
「
宮
島
の
問
題
は
、〝
地
域
の
観
光
振
興
〞

が
抱
え
る
も
の
と
し
て
、
彼
ら
自
身
の
国
と

も
重
な
る
は
ず
。
こ
の
分
野
で
生
じ
う
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
」（
戸

田
先
生
）

　

昨
年
の
研
修
員
た
ち
は
、
地
域
の
人
々

と
調
査
結
果
を
共
有
す
る
た
め
、
宮
島
小

中
学
校
で
発
表
会
を
開
い
た
。「
島
の
観
光

を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
若
い
世
代
の

参
加
が
不
可
欠
」「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
も

っ
と
推
進
す
べ
き
」「
伝
統
工
芸
の
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
し
て
観
光
客
と
職
人

の
交
流
の
場
を
増
や
し
て
は
」
な
ど
数
々

の
鋭
い
指
摘
に
、
生
徒
や
保
護
者
も
驚
き

を
見
せ
て
い
た
。

　
「
研
修
員
か
ら
の
指
摘
で
気
付
か
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
」と
浜
田
さ
ん
。「
時

代
の
流
れ
に
伴
い
、
宮
島
も
〝
変
化
〞
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
彼
ら

と
と
も
に
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」。
現
在

も
、
自
治
体
、
企
業
、
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
新
し
い
観
光

の
カ
タ
チ
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
。

　

宮
島
と
途
上
国
―
。
地
域
の
資
源
を
誇

り
に
、
よ
り
良
い
観
光
振
興
を
目
指
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
続
く
。

日
本
が
誇
る
、一
大
観
光
地
を
訪
ね
て

宮
島
の
観
光
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

面積30.39平方キロ。人口約1,8
00人。広島湾の最西端、広島県廿
日市市に位置する日本三景の一つ。
江戸時代から瀬戸内海の交易都
市、商業都市としてにぎわう。1996
年、広島市内の原爆ドームとともに、
厳島神社と周辺の景観が世界遺産
に登録された。もみじ饅頭や杓子が
有名。観光客は年間約350万人、う
ち外国人は約10万人。外国人観光
客が多いため、地元の小中学校で
は国際理解教育も盛ん。

広島県宮島

14「神の島」に生きる人  々の知恵を途上国へ

宮島伝統産業会館では、もみじ饅頭作りを体
験。観光客が参加できるアクティビティーが増
えることで、滞在時間も長くなる 

しゃくし

宮島小中学校の子どもた
ちの前で発表。研修員自身
が感じた宮島の魅力や問
題点、解決策などを伝えた

パークボランティアと島内を視察する研修員たち。
観光地でありながら、地域の人の努力により守られ
た空間を目の当たりにし感動していた

※国立公園の管理に参加する地域ボランティア。
自然保護の普及啓発を図るため、観光客を対象に
環境教育を兼ねたガイドなどを行っている。

自然や遺産があふれる宮島の魅
力に、世界中の観光客が魅了さ
れる 

［ 広　島　県 ］

宮  島

宮島

広島県
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